
[image: image1]平成26年度 長野市産業振興審議会 第２回 観光振興専門分科会

日　時：平成27年２月17日（火）午後３時30分から午後５時15分まで
会　場：長野市権堂イーストプラザ　市民交流センターコミュニティルーム１
（長野市大字鶴賀権堂町2201番地20　権堂イーストプラザＮＤ１階）
出席者：委員（13人中12人出席、１人欠席）、事務局５人
１　開会
２　あいさつ
【 主な意見等 】
３　議事

　(1) 平成26年度事業進捗状況及び平成27年度事業計画について（説明：事務局）

　　ア　配布資料：平成26年度「善光寺表参道」キャンペーン事業中間報告（資料１）

　　イ　配布資料：平成27年度「善光寺表参道」キャンペーン及びながの「祈りの朝・宵の宴」キャンペーン事業計画（素案、資料２）

　　【質問なし】
　(2) 長野市観光情報センターについて（説明：事務局）
　　ア　配布資料：長野市観光情報センターについて（資料３）
　　　・営業時間（従来の午前９時から午後６時までを時間延長する。）

(ｱ) ４月から10月まで：午前８時から午後７時まで

(ｲ) 11月から３月まで：午前９時から午後６時まで

・休業日：なし

・入口扉フルオープンの開放的空間。客だまりを50㎡広くし、パンフ数も従来の1.5倍。
・清泉女学院大学等とコラボし、長野の四季を感じてもらう展示台を入口脇で行う。
・従来の職員数２人から３人体制から４人から最大６人に増員。

・長野市表参道ガイド協会の拠点としても位置付ける。

・ 140インチの大型デジタルサイネージを３月中旬から運用開始。観光映像ＰＶを流す。
・２月10日仮オープン。ベックスコーヒーと２月20日につなげて正式オープン。前日に内覧会実施。

　　【意見等】
　　　・センター内正面のパンフコーナーに、外国人向けにローマ字標記をしたらどうか。日本人向けのパンフでも、ローマ字標記すれば、外人はパンフの地図等を見るので分かり易い。（委員）
　　【回答等】

　　　・外国人向けには、センター内カウンター右側に、外国人向けパンフをまとめて置いた。分かり難いか、ながの観光コンベンションビューローと協議する。（事務局）
【意見等】
　　　・近年、駅東口エレベータ付近に外人が増えている。エレベーター周辺に英語標記をして欲しい。何もサインがない。１階で降りずに地下まで行ってしまったり、とてもわかり難いと感じる。（委員）
　　【回答等】

　　　・善光寺口は整備してきれいになったが、東口は整備されていないので見劣りする。バス乗り場だけは、西と東で乗り場番号が重複することを避けようと、通し番号に変更。エレベータを降りた場所に、きちんとしたバス乗り場の表示がない。加えて、今回「ユメリアバスパーク」が東口に完成し、右のバスパーク方面に行く方も多いと聞く。バス会社や施設管理の担当所属と協議したい。交通整理が必要。課題として考えたい。（事務局）
【意見等】
　　　・観光ハブ駅で、多くの方が利用する駅で、瞬時にどこへ行けるかを知らせる仕組みが必要。特に駅改札を出た場所で、すぐ分からないといけない。せっかくデジタルサイネージがあるので、大画面に外国人向けの標記も表示し、困ったらどこへ行けということを情報提供したらどうか。そうゆう事が大切。先程の東口バス停の件でも、この画面を見てわかるようにしたら良い。（委員）
　【回答等】

・デジタルサイネージを利用した表示も検討中。立ち止まって長く画面を見ている方はいないと思う。極めて短い時間の中で情報を伝えなければいけない。工夫したいので、御意見を頂ければありがたい。（事務局）

【意見等】
　　　・駅改札を出た場所に、観光客を善光寺方面と東口方面の左右に振り分ける看板が設置されている。その看板に「ｉ」と記載されていたか。外国人向けの公共サインは、「ｉ」が国際的に相応しい。市観光情報センター入口に標記すれば、外国人にアピールでき、利用が増えると思う。外国の方は、「ｉ」と表示すると全部そこに行く。（委員）
【回答等】

・公共サインで、「ｉ」か「？」か両方標記かなどを検討中。ＪＲと協議する中、バス乗り場でどこの観光地に行くか表示を工夫した。コンベンション施設の表示もはっきり表示した。（事務局）
　　
【審議等】

　　　→　長野電鉄の英語標記が、ＪＲ東日本ＨＰの中で、長野電鉄の英訳が、「ナガノ・
エレクトリック・レイルウェイ」。長野電鉄側の英語標記は、「ナガノ・デンテツ・ライン」なので、標記不一致。ＪＲ社長に訂正を申し入れ５日程で訂正していただいた。新幹線を降りた外国人は、両方の標記では同じであるかがわからない。ＪＲが訂正するまで、混乱した外国人が市観光情報センターに行ったと聞いた。市観光情報センター表示が「ｉ」なら良い。（委員）
→　国際的には「ｉ」だと思う。市施設の公共サインはどのような基準か。（委員）
　　　→　市の公共サインガイドラインに基づいている。その中では「？」を使うとある。国の方針でもある。現在の観光情報センターも実は、「？」標記です。ただし、外国人向けパンフの中で、観光情報センターは「ｉ］と標記します。２刀流の標記です。（事務局）
　　　→　国もそうだが、市都市計画の中で、かなり前から「？」標記としている。両方を併記した方が、観光客にとっては良い。全国的にもいろいろで、京都では「？」を使う。今後は「ｉ」も付けていきたい。（商工観光部長）
(3) 平成26年度長野市善光寺表参道ガイド協会について（資料４、説明：事務局）

・事務局３人体制（現在、もんぜんぷら座６階）、ほか拠点として、市観光情報センター及び
ちょ蔵おいらい館を予定。
　　・長野検定の合格者に対し、ガイド募集し、 160人の応募を受け、研修終了時にガイド登録し

　　た 160人。内ガイドとして頻繁に活動できる方を40人程と見込む。
　　・運用方法の流れ説明（試行錯誤中。）
　　・２月末までに 134回ガイドを実施。協会員による主体的活動を目指す。
　　・ガイドツアーを協会で独自に研究中。善光寺に近い場所で当日受付による１時間程度のガイ
ドを検討中。（回向柱めぐり等。）
　　・ＪＲ東日本「旅市」とタイアップ企画（４月から６月末まで）

　　【質疑等】

　　　・善光寺ガイド協会というが、善光寺の中は、ガイドできない。客の思いは、分け隔てないので、ガイドを依頼すれば、全て観光ガイドしてくれると思っている方が多い。善光寺とも協議し、もっと分かり易くできないか。私はここまでです。ここから次のガイドを引き継ぐとか。客にとって便利なガイドが良い。（委員）
　　【回答等】

　　　・これまで調整してきたが、仕切りを明確にすることで逆効果になる。長い時間を掛けて継続協議をしたい。（委員）
(4) 善光寺御開帳関連
　　ア　配布資料：善光寺御開帳2015「日本一の門前町大縁日」について（資料５、説明：秘書課・ウェルカム長野2015実行委員会事務局）
　　　・３月１日号「広報ながの」で同パンフを全戸配布
　　　・主なイベント説明

・４月４日は、オープニングパレード（駅からセントラルスクゥエアまで）
　　　　・表参道14丁目ＨＩＲＯＢＡは、中心市街地の商店街によるイベント
　　　　・諏訪御柱よいさーは、御柱の曳行体験するもの

　　　　・ＮＡＧＡＮＯ善光寺よさこいは、今回のために新作の歌詞と踊りを作り、練習に入っている。県外から大勢の方が参加予定
　　　　・和太鼓「鼓動」によるパフォーマンス追加
　　　　・花回廊は、例年より１日長く開催
　　　　・花アート展も併せて開催
　　　　・駅では特別なイベントを実施しない。花の植栽でお客様を歓迎する。

　　　　・イベント及びまち歩きにつなげようと、市街地４箇所で観光バス乗降場所を用意。お客様を下車させ、バスは郊外で待機し、時間になれば迎えに来る運用
　　　　・門前文化を楽しむ企画を追加
【質疑等】

　　　・イベントで表参道14丁目とはどの地区のことか。場所がわからない。（委員）
　　　→　実在しない架空の名称。若手商店会員が命名した。（秘書課・ウェルカム長野2015実行委員会事務局）
　　イ　配布資料：平成27年善光寺御開帳期間中の交通渋滞対策事業計画（資料６、説明：交通政策課担当）
　　【質問なし】

　　ウ　その他関連事業について

　　　(ｱ) ２次交通について（資料７、説明：事務局）
ａ　新幹線延伸誘客対策妙高・信濃町・戸隠２次交通について
・３月14日の北陸新幹線延伸開業で新たに開設されるＪＲ妙高駅から黒姫駅、赤倉温泉、戸隠・中社等を経由し、ＪＲ長野駅までを往復する予約型の２次交通を運行する。

　　　　・当２次交通は、善光寺御開帳や戸隠神社式年大祭にお越しになる、首都圏からの従来の観光客に加え、新幹線延伸開業により、北陸や関西方面からの誘客を促し、観光客を各観光地を周遊させることで、滞在時間の延長により、観光消費額の拡大に結び付け、地域活性化をめざす目的で実施する。
【質問なし】

ｂ　善光寺・戸隠神社祈願ライナーバスの運行について
・運行目的は、善光寺御開帳に訪れる参拝者の滞在時間の延長を図ることにより、戸隠を含めた本市内での宿泊者増加を目指すこと及び御開帳参拝者を戸隠まで周遊させるための２次交通の確保。

・「表参道キャンペーン」実行委員会の善光寺御開帳関連の事業。
【質問なし】

ｃ　上田市２次交通（旅タクおもてなしタクシー）
・平成28年のＮＨＫ大河ドラマ「真田丸」の放送に向け、上田市や松代地区に点在する真田氏ゆかりの地をガイド付きタクシーで、周遊する着地型観光商品として、上田市と長野市を往復する２次交通、旅タクおもてなしタクシーを運行する。
　　　　・運行目的は、観光客の誘客、滞在時間延長のほか、上田市及び本市双方の協力関係を強化し、新たな観光客の獲得を図るもので、民間事業者主体による運行。

　　　　【質問なし】

　　　(ｲ) 善光寺御開帳時に松代地区で実施される誘客事業について（資料８、説明：事務局）

　　　　・事業計画１　松代誘客パンフレット作成事業
　　　　・事業計画２　文化財を活用した食体験メニューの構築事業（真田邸での箱膳メニュー）
　　　　・事業計画３　松代おもてなしブースの設置（殿町無料観光駐車場）
　　　　・これらの試みは、松代地区でこれまで行なってきた観光事業のあり方を見直す中、観光という切り口で、持続可能な地域経済の活性化につながる仕組みを外部の専門家（リクルート社じゃらんリサーチセンター）の意見を取り入れながら地域住民による主導で、構築することに取り組んでおり、その流れの中で、実施する誘客事業。
【質問なし】

【その他全体審議】
・全ての資料説明が終了し、全てを通して、御意見や要望があればお願いします。（会長）
・学生からの要望になるが、市観光情報センターとのコラボとか、学生もいろいろと勉強を開始している。20代前後の学生にとって、御開帳とは何であるかというところから始めている。おもてなしの心を持って、学生も観光に参加したい。上田方面から来る学生が多く、しなの鉄道や長野電鉄を利用するが、三才駅とかでも観光情報が欲しいという要望が出た。ほかに善光寺さんに研修講師をお願いできるか。（委員）
・御開帳にマイカーで来るお客様について、信州新町において、どこに車を駐車し、どのような案内をすれば良いか。（委員）
→　真島駐車場に駐車し、シャトルバスで来ていただくか、今井駅、篠ノ井駅周辺の臨時駐車場に駐車し、レールライドで来ていただければありがたい。（交通政策課担当）

・大縁日は、本当にたくさんの行事が行われるが、外から来る観光客向けのイベントか、市民と

外からの観光客との交流に重点を置いているのか。また、大縁日の入込客見込みはどうか。（委員）
→　今回の御開帳は、新幹線を使い多くの方に来ていただきたい。市民参加にも力を入れており、出演者･ボランティアを含めて、関係者が1.5万人から２万人が参加を予定している。700万人の参拝客目標はあるが、大縁日参加者数の入込み予測はしていない。多くの方に楽しんでいただきたい。（秘書課・ウエルカム長野2015実行委員会事務局）

→　市は市民に、御開帳期間中に公共交通機関の利用を呼び掛けるが、多くの市民が、マイカー
で御開帳に行きたいと思うはず。マイカーで来る人に対しても配慮をお願いしたい。市民が交
通渋滞を起こすのはまずい。（委員）
・御開帳期間中に毎年行われるコンベンション等のイベントがエムウェーブやビッグハットで行

われる。このお客様に門前大縁日等の資料を配り、公共交通を利用してイベントへの誘客を促し

たい。ぜひ協力したい。（委員）
・平成21年の御開帳とは、今回大きく違うと思う、平成15年の御開帳では、電車やバスの利用が

多かったので、平成21年に準備をし、大いに電車やバスの利用がされると期待していたが、国の
高速道路大幅割引を実施され、高速道路を利用し、マイカーで来るお客様が非常に増えた。今回
は、高速道路割引も無いので、どうなるかと思う。（委員）
４　その他
・御開帳とは関係ないが、旧上信越高原国立公園に代わり、「妙高戸隠連山国立公園」が内定した。
新幹線延伸開業で新駅・上越妙高駅からの２次交通も皆さんの協力で実現しそう。これらがほぼ
同じ時期に実現する。これまで本市・戸隠の北方面には暗いイメージを持ってきたが、良い方向

に向かっていると感じる。（委員）
・市内にこれだけ多くのコンベンション施設やスポーツ施設を持つ都市は、本市だけ。もっとほ

かよりも優位な部分を、コンサート、音楽会の企画、旅行事業者やコンベンション招聘の際にＰ
Ｒして欲しい。北陸や関西の人達にも注目され、ＮＣＶＢさんも旅行事業者だけでなく、音楽関

係や広告代理店などコンサートを企画する方達にアプローチして欲しい。効果的だと思う。（委員）
５　閉会
公開用
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